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新技術

ＮＥＴＩＳ登録技術
（評価情報、申請情報） ＮＥＴＩＳ未登録技術

※ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）
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ＮＥＴＩＳとはＮＥＴＩＳとは・・・
新技術の
開発 改良開発・改良

導入効果導入効果
の

検証・評価

新技術の
試行・活用

●新技術の積極的な活用
●技術のスパイラルアップ





建設コンサルタントの
自発的 能動的な参加

促進
●新技術の積極的な活用
●技術のスパイラルアップ 自発的・能動的な参加

サ タ ト 活用

●技術のスパイラルアップ

コンサルタントのＮＥＴＩＳ活用

◆開発者としての技術申請◆開発者としての技術申請

◆設計者としての新技術の活用

さらなる発展として

発注者
理想的

技術的改良点の提案

発注者

開発者

技術の
スパイラルアップ

開発者



建設コンサルタントの自発的 能動的な参加建設コンサルタントの自発的・能動的な参加
を促す方策として

① NETISのシステム的な面

② NETISの施策的な面



① シ テム的な面から① システム的な面から

設計のプロセスにおける現状のＮＥＴＩＳ活用

受注前 技術提案書作成時（プロポーザル業務等）

受注後 工法比較検討時

問題点 工法を比較検討する場合、コストに
偏重する傾向が強くなる偏重する傾向が強くなる



例：凍結抑制舗装



問題点①

コストの増減に
目がいきすぎる

従来技術よりコストが高い技術と認識



問題点②

従来技術と比較する
記述となっているが、
定量的でない定量的でない



例：比較表例 比較表

比較対象が
異なる

ルビット RAペーブ アメニウレタン舗装

1,075円／m2 4,200円／m2 2,020円／m2

密粒度舗装 塩 物系凍結抑制舗装 排水性 舗装
従来技術

Ａ工法 Ｂ工法 Ｃ工法

異なる（密粒度舗装） （塩化物系凍結抑制舗装） （排水性アスファルト舗装）

6,035円／m
2

経済性

構造性

・舗装表面に直径5mm以下のゴム
粒子を集中させ、凍結抑制効果を

・粉砕廃タイヤのゴム粒子を混入
すべり抵抗性の向上

・凍結抑制機能が優れている
・弾力性のあるウレタン層により沿

従来技術

本工法 3,200円／m
2

4,100円／m
2

着眼点が異なる施工性
・機械施工を原則とし、転圧は振動
ローラを使用する。

・雨天時は施工できない
・舗装表面を乾燥させる必要がある

・ウレタン充填時には、母体アスコン
を乾燥させる必要がある。
・施工時の気温に合わせて、樹脂混

構造性
粒子を集中させ、凍結抑制効果を
発揮
・車両の走行騒音の低減が図れる

・すべり抵抗性の向上
・路面露出率に優れている

弾力性のあるウ タン層により沿
道騒音が減少
・無公害な舗装

コメント

・耐摩耗性が大きい
・流動抵抗性を有する

記述無し 記述無し

ロ ラを使用する。 舗装表面を乾燥させる必要がある 施工時の気温に合わせて、樹脂混
合物粘度を調整する必要がある。

耐久性

ヒアリングその
他調査が必要

維持
管理性

・破損（ポットホール等）が発生した
時は、破損箇所周辺にカッターを入
れ、撤去して補修する

・タイヤチェーンや除雪機等による
摩耗が発生した場合、RAマスチック
で部分的に補修が必要。

・除雪作業が容易

※記載内容の統 性が向上されると さらに使いやすい

評　価

※記載内容の統一性が向上されると、さらに使いやすい



設計者とＮＥＴＩＳ

② 施策的な面から

設計者とＮＥＴＩＳ

設計業務等共通仕様書

第1209条 12.
受注者は、概略設計又は予備設計における比較案の提案、もしくは、概略設計

における比較案を予備設計において評価、検討する場合には、新技術情報提供おけ 較案を予備設計 お 評価、検討す 場合 、新技術情報提供
システム（NETIS）等を利用し、新技術・新工法を積極的に活用するための検討を
行うものとする。
また、受注者は、詳細設計における工法等の選定においては、新技術情報提供

システム（NETIS）等を利用し、新技術・新工法を積極的に活用するための検討を
行い、調査職員と協議のうえ、採用する工法を決定した後に設計を行うものとする。

特記仕様書（業務ごと）

当該業務において、コスト縮減の提案及び新技術を検討する場合は、NETIS（新
技術情報提供システム）を活用するものとする。



NETIS活用によるインセンティブ

施工者（工事におけるＮＥＴＩＳ活用）

◆総合評価方式への加点
◆工事成績への加点

開発者

◆活用促進技術，推奨技術候補，推奨技術として選定、
公表

◆設計段階で比較対象技術となる◆設計段階で比較対象技術となる

チャンス拡大



施工者、開発者と比べて

設計者は やや

後ろ向き？？？



コンサルタントが自発的・能動的にＮＥＴＩＳを活用
するための方策として

設計者に対するインセンティブの付与

が考えられるが考えられる



例えば・・・

◆プロポーザル提案における加点

◆業務評定点における加点

採用技術に対する改善案を提案する等、技術のスパイラル
アップに貢献した場合に高く評価する



おわりに

産学官の技術者が、雑誌を読むような感覚
でＮＥＴＩＳを活用し 日々の自己研鑽や業務でＮＥＴＩＳを活用し、日々の自己研鑽や業務
への取り組みを行うようになれば、技術のス
パイラルアップは確実に実現すると考えるパイラルアップは確実に実現すると考える


